
単
極
シ
ス
テ
ム
と
双
極
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る

国
際
公
共
財
の
需
給
関
係

│
│
ク
ー
ル
ノ
ー
均
衡
分
析
に
よ
る
ネ
オ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
解
釈
と
そ
の
課
題
│
│

石

井

貫

太

郎

1

問
題
の
所
在

（
1
）

は
じ
め
に

（
2
）

分
析
的
枠
組

2

単
極
シ
ス
テ
ム
の
動
態
と
安
定

（
1
）

数
理
モ
デ
ル
に
よ
る
定
式
化

（
2
）

図
解
に
よ
る
定
式
化

3

双
極
シ
ス
テ
ム
の
動
態
と
安
定

（
1
）

数
理
モ
デ
ル
に
よ
る
定
式
化

（
2
）

図
解
に
よ
る
定
式
化

4

結

論
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1

問
題
の
所
在

（
1
）

は
じ
め
に

本
稿
の
目
的
は
、
国
際
シ
ス
テ
ム
の
形
態
と

国
際
公
共
財
（Inter
n
atio

n
al

or
G
lo
b
al

P
u
blic

G
o
o
ds

）

の
需
給
関
係
と
の

論
理
的
な
関
連
性
を

ク
ー
ル
ノ
ー
均
衡
（C

o
u
r
n
ot

E
q
uilibriu

m

）

の
手
法
を
使
っ
て
モ
デ
リ
ン
グ
し
、
そ
の
枠
組
を
用
い
て

ネ
オ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
（N

e
o‐

R
e
alis

m

）

の
国
際
政
治
理
論
を
解
釈
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
国
際
シ
ス
テ
ム
の
動

態
を
生
み
出
す
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
国
際
公
共
財
の
需
給
関
係
が
密
接
な
関
連
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
均
衡
が
国
際
シ
ス
テ
ム
を
安
定
化

さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
認
識
が
存
在
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず

単
極
シ
ス
テ
ム
（U

ni‐
P
olar

S
y
ste

m

）

に
お
け
る
国
際
公
共
財
の
需
給
構
造
を
モ
デ
リ
ン
グ
し
、
次
い

で

双
極
シ
ス
テ
ム
（Bi‐

P
olar

S
y
ste

m

）

に
お
け
る
二
つ
の
超
大
国
に
よ
る
需
給
構
造
に
つ
い
て
モ
デ
リ
ン
グ
し
た
上
で
、
両

者
を
比
較
検
討
す
る
。

な
お
、
議
論
の
前
提
と
し
て
、
こ
こ
で
は
特
に
断
り
が
な
い
限
り
国
際
公
共
財
の
供
給
国
お
よ
び
需
要
国
の
い
ず
れ
の
設
備
や
技

術
も
変
化
し
な
い
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
の
議
論
は
原
則
と
し
て
短
期
分
析
で
あ
る
。
ま
た
、
社
会
的
に
望
ま
し
い
国
際

公
共
財
の
供
給
水
準
そ
れ
自
体
を
論
ず
る
こ
と
も
別
の
機
会
に
ゆ
ず
る
（
い
わ
ゆ
る

パ
レ
ー
ト
効
率
（Pareto

E
fficie

n
c
y

）

を
め

ぐ
る
議
論
）。
ま
た
、
こ
こ
で
ク
ー
ル
ノ
ー
均
衡
の
手
法
を
用
い
る
理
由
は
、
第
一
に
本
稿
で
想
定
し
て
い
る
国
際
関
係
に
お
け
る

国
際
公
共
財
の
供
給
活
動
が

非
協
力
ゲ
ー
ム
（N

o
n‐

C
o
o
p
erativ

e
G
a
m
e

）

で
あ
り
、
か
つ
基
本
的
に
相
手
の
戦
略
が
前
も
っ

て
分
か
ら
な
い

同
時
ゲ
ー
ム
（Si

m
ulta

n
e
o
u
s
G
a
m
e

）

で
あ
る
た
め
、
そ
の
最
適
戦
略
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る

ナ
ッ
シ
ュ

解
（N

as
h
S
olutio

n

）

が
モ
デ
ル
の
均
衡
値
と
な
る
か
ら
で
あ
る
（
シ
ュ
タ
ッ
ケ
ル
ベ
ル
グ
均
衡
（Stac

k
elb

er
g
E
q
uilibriu

m

）

で
は
な
い
）。
ま
た
第
二
に
は
、
国
際
関
係
に
お
け
る
国
際
公
共
財
の
需
給
関
係
に
関
わ
る
戦
略
変
数
は
供
給
量
=
生
産
量
と
な
る
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可
能
性
が
大
き
く
、
需
要
主
体
で
あ
る
諸
国
家
は
供
給
主
体
で
あ
る
大
国
に
対
し
て
相
対
的
に
弱
体
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
が

忠
誠

度
=
価
格
（
後
述
）

と
な
る
可
能
性
が
低
い
か
ら
で
あ
る
（
ベ
ル
ト
ラ
ン
均
衡
（Bertra

n
d
E
q
uilibriu

m

）
で
は
な
い
）。

（
2
）

分
析
的
枠
組

ま
ず
、
本
稿
の
議
論
を
明
確
に
す
る
た
め
、
左
記
六
つ
の
概
念
を
以
下
の
よ
う
に
定
義
す
る
。

①

国
際
シ
ス
テ
ム
の
動
態
と
安
定

国
際
社
会
は
多
数
の
国
家
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
構
成
国
間
の

外
交
政
策
（F

oreig
n
P
olic

y

）

に
よ
っ
て
動
態
す
る

社
会

シ
ス
テ
ム
（Social

S
y
ste

m

）

で
あ
り
、
こ
れ
を

国
際
シ
ス
テ
ム
（Inter

n
atio

n
al

S
y
ste

m

）

と
呼
ぶ
。

②

国
際
公
共
財

国
際
関
係
に
お
け
る

非
排
除
性
（N

o
n‐

E
x
clu

siv
e
n
ess

）

と

非
競
合
性
（N

o
n‐

R
iv
aln

ess

）

の
双
方
ま
た
は
そ
の
い
ず

れ
か
一
方
の
性
格
を
有
す
る
財
・
サ
ー
ビ
ス
を
国
際
公
共
財
と
呼
ぶ
。
一
般
的
に
は
、
他
国
に
比
し
て
軍
事
力
、
経
済
力
、
政
治
力
、

文
化
力
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
糧
な
ど
の
資
源
占
有
力
の
優
越
性
を
有
す
る
大
国
が
、
他
国
に
対
し
て
供
給
す
る
国
際
秩
序
の
た
め
の

諸
資
源
で
あ
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
地
球
環
境
や
世
界
平
和
、
公
正
な
通
商
関
係
、
国
際
的
な
交
通
網
な
ど
、
そ
の
便
益
が
全
世

界
の
人
類
や
複
数
の
国
や
地
域
に
所
属
す
る
人
々
に
よ
っ
て
享
受
さ
れ
る
財
や
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
単
に
物
的
・
人

的
な
資
源
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
際
法
や
国
際
機
関
な
ど
、
開
発
の
た
め
の
経
済
援
助
、
通
商
関
係
の
統
括
、
国
際
平
和
の
た
め

の
安
全
保
障
、
国
際
協
力
の
た
め
の
各
種
の

レ
ジ
ー
ム
（R

e
gi

m
e

）

の
よ
う
に
国
際
公
共
財
を
供
給
す
る
制
度
的
枠
組
お
よ
び

そ
の
形
成
力
も
国
際
公
共
財
と
い
う
概
念
に
含
む
場
合
が
多
い
。
本
稿
の
議
論
で
は
、
特
に
前
提
と
し
て
断
り
が
な
い
限
り
、
原
則

と
し
て
国
際
公
共
財
を
純
粋
国
際
公
共
財
だ
け
で
は
な
く
準
国
際
公
共
財
の
意
味
を
も
含
む
融
通
を
利
か
せ
た
概
念
と
し
て
用
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
具
体
的
な
事
例
の
ど
れ
を
ど
の
公
共
財
の
種
類
に
分
類
す
る
か
を
論
ず
る
の
は
別
の
機
会
に
譲
る
が
、
こ
こ
で
は
ど
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ち
ら
か
と
い
え
ば

制
度
的

な
要
素
よ
り
も
、
よ
り

具
体
的
か
つ
物
的
・
人
的

な
財
・
サ
ー
ビ
ス
を
意
味
す
る
概
念
と
し
て

理
解
す
る
。

③

国
際
公
共
財
の
供
給

こ
う
し
た
国
際
公
共
財
は
、
特
定
の
供
給
国
の
利
益
を
越
え
た
い
わ
ゆ
る

正
の
外
部
性
（Plu

s
E
xter

n
ality

）

が
大
き
い
が

ゆ
え
に
、
市
場
シ
ス
テ
ム
に
任
せ
て
は
過
小
供
給
に
な
り
が
ち
と
な
る
。
ま
た
、
国
際
公
共
財
を
供
給
で
き
る
よ
う
な
強
力
な
国
力

を
有
す
る
国
は
限
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
供
給
に
対
す
る
意
思
と
能
力
を
有
す
る
大
国
に
よ
る
供
給
活
動
が
必
要
と
な
る
。

な
お
、
ど
の
程
度
の
量
の
国
際
公
共
財
を
提
供
す
る
か
お
よ
び
ど
の
程
度
の
忠
誠
度
（
後
述
）
を
要
請
す
る
か
は
供
給
国
に
決
定
権

が
あ
る
。
経
済
学
的
に
い
え
ば
、
国
際
公
共
財
の

生
産
量
（Pro

d
u
cts

）

に
相
当
す
る
。

④

国
際
公
共
財
の
需
要

国
際
公
共
財
の
需
要
国
が
、
供
給
国
を
外
交
政
策
に
よ
っ
て
支
持
す
る
度
合
い
を

忠
誠
度
（D

e
g
re
e
of

L
o
y
alty

）

と
呼
ぶ
。

経
済
学
的
に
い
え
ば
、
国
際
公
共
財
1
単
位
を
獲
得
す
る
の
に
必
要
な

価
格
（Price

）

に
相
当
す
る
。
需
要
国
の
要
請
に
応
え

る
国
際
公
共
財
の
供
給
を
成
し
得
る
大
国
ほ
ど
よ
り
多
く
の
諸
国
の
支
持
を
獲
得
で
き
る
が
、
ど
の
程
度
の
忠
誠
度
を
要
請
す
る
か

は
供
給
国
に
決
定
権
が
あ
る
。

⑤

単
極
シ
ス
テ
ム

国
際
公
共
財
が
他
国
を
圧
倒
す
る
力
を
持
っ
た
単
一
の
超
大
国
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
る
国
際
シ
ス
テ
ム
の
状
況
を
単
極
シ
ス
テ
ム

と
呼
ぶ
。
こ
れ
は
、
国
際
政
治
学
的
に
い
え
ば
単
一
の
超
大
国
に
よ
る
覇
権
体
制
と
同
義
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
同
時
に
、

経
済
学
的
に
い
え
ば

独
占
市
場
（M

o
n
o
p
oly

M
ar
k
et

）

に
相
当
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

⑥

双
極
シ
ス
テ
ム

国
際
公
共
財
が
他
国
を
圧
倒
す
る
力
を
持
っ
た
二
つ
の
超
大
国
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
る
国
際
シ
ス
テ
ム
の
状
況
を
双
極
シ
ス
テ
ム
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と
呼
ぶ
。
こ
れ
は
、
国
際
政
治
学
的
に
い
え
ば
二
大
国
に
よ
る

冷
戦
体
制
（C
old

W
ar

S
y
ste

m

）

と
同
義
と
考
え
る
こ
と
が
可

能
で
あ
り
、
同
時
に
、
経
済
学
的
に
い
え
ば

寡
占
市
場
（Olig

o
p
oly

M
ar
k
et

）

の
形
態
の
一
種
と
し
て
の

複
占
市
場
（D

u‑

o
p
oly

M
ar
k
et

）

に
相
当
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

同
様
に
し
て
、
左
記
の
三
つ
の
仮
定
を
設
置
す
る
。

（

a
）
国
際
シ
ス
テ
ム
は
、
国
際
公
共
財
を
供
給
す
る
意
思
と
能
力
を
有
す
る
単
一
ま
た
は
少
数
の
大
国
と
、
国
際
公
共
財
を
供
給

で
き
る
能
力
を
持
た
ず
、
こ
れ
に
対
す
る
需
要
を
有
し
、
そ
の
便
益
を
享
受
す
る
多
数
の
諸
国
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

（

b
）
国
際
公
共
財
の
需
要
国
は
供
給
国
に
対
し
、
そ
の
供
給
量
に
応
じ
て
外
交
政
策
を
通
じ
た
忠
誠
度
を
示
す
。
需
要
国
は
で
き

る
だ
け
少
な
い
忠
誠
度
で
国
際
公
共
財
を
供
給
し
て
く
れ
る
大
国
か
ら
そ
れ
を
獲
得
す
る
よ
う
に
行
動
す
る
。
ま
た
、
国
際
公
共
財

の
供
給
国
は
需
要
国
に
対
し
、
そ
の
忠
誠
度
に
応
じ
て
国
際
公
共
財
の
供
給
量
を
決
定
す
る
。
供
給
国
は
で
き
る
だ
け
多
数
の
諸
国

か
ら
可
能
な
限
り
多
く
の
忠
誠
心
を
獲
得
す
る
た
め
に
自
己
の
利
益
を
最
大
化
さ
せ
る
よ
う
に
行
動
す
る
（
い
わ
ゆ
る
合
理
的
行
為

者
モ
デ
ル
）。

（

c
）
国
際
シ
ス
テ
ム
は
、
国
際
公
共
財
の
需
要
に
応
じ
て
ス
ム
ー
ズ
な
供
給
が
成
さ
れ
て
い
る
場
合
に
安
定
し
、
そ
れ
が
停
滞
す

る
場
合
に
不
安
定
と
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
国
際
公
共
財
の
需
給
関
係
が
均
衡
し
て
い
る
時
に
安
定
し
、
そ
れ
が
不
均
衡
に
な
る
と

不
安
定
と
な
る
。
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2

単
極
シ
ス
テ
ム
の
動
態
と
安
定

さ
て
、
単
極
シ
ス
テ
ム
と
は
、
い
わ
ゆ
る
覇
権
国
に
よ
る
国
際
関
係
の
統
括
、
す
な
わ
ち
覇
権
体
制
に
該
当
す
る
国
際
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
国
際
公
共
財
は
単
一
の
超
大
国
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
る
。
ま
た
、
他
国
は
そ
の
超
大
国
か
ら
国
際
公
共
財
を

供
給
さ
れ
、
当
該
国
に
対
し
て
外
交
政
策
上
の
支
持
を
与
え
て
忠
誠
心
を
示
す
。
し
た
が
っ
て
、
超
大
国
は
、
自
己
の
利
益
で
あ
る

他
国
の
忠
誠
度
が
最
大
に
な
る
ま
で
国
際
公
共
財
を
供
給
し
、
そ
れ
が
当
該
国
の
需
要
と
一
致
す
る
点
が
最
適
な
忠
誠
心
の
度
合
い

と
な
る
（
ミ
ク
ロ
経
済
学
の
用
語
で
い
え
ば
独
占
市
場
に
お
け
る
均
衡
値
で
あ
る
）。
ま
た
、
こ
う
し
た
論
理
を
国
際
政
治
理
論
の
文
脈

か
ら
考
え
る
と
、
い
わ
ゆ
る
ネ
オ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
ま
た
は

国
際
政
治
経
済
学
（Inter

n
atio

n
al

P
olitical

E
co

n
o
m
y

）

の
議
論

の
一
種
に
分
類
さ
れ
る
ロ
バ
ー
ト
・
ギ
ル
ピ
ン
（R

o
b
ert

G
ilpin

）
な
ど
に
代
表
さ
れ
る

覇
権
安
定
論
（H

e
g
e
m
o
nic

Sta
bility

T
h
e
or
y

）

に
該
当
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

（
1
）

数
理
モ
デ
ル
に
よ
る
定
式
化

正
確
を
期
す
た
め
に
、
以
上
の
論
理
を
定
式
化
し
て
お
く
。
こ
こ
で
、
国
際
公
共
財
の
供
給
量
を

S
、
国
際
公
共
財
1
単
位
を
獲

得
す
る
た
め
に
必
要
な
需
要
国
の
忠
誠
度
を

L
、

C
を
総
費
用
、

R
を
総
収
入
、

I
を
利
潤
と
す
る
と
、

S=
S(
L)

L=
L(
S)

の
関
数
お
よ
び
逆
関
数
を
得
る
。
ま
た
、
利
潤
は
総
収
入
か
ら
総
費
用
を
差
し
引
い
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
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S
L－

C(
S)
=

I

と
な
る
。
こ
こ
で
、S

L=
R(
S)

ま
た
はL(

S)
S

で
あ
る
た
め
、

R(
S)
－

C(
S)
=

I

ゆ
え
に
、

I
の
最
大
化
条
件
は
、
上
記
を

S
に
つ
い
て
微
分
し
て
0
と
お
く
こ
と
で
得
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

IS
=

RS
－

CS
=
0

（

2‐1

）

ゆ
え
に
、RS

を
限
界
収
入

M
R

、CS

を
限
界
費
用

M
C

と
表
記
す
れ
ば
、
（

2‐1

）
式
はM

R－
M
C=

0

と
な
り
、

M
R=

M
C

（

2‐2

）

を
得
る
。
な
お
、
こ
こ
で
限
界
費
用
と
は
、
国
際
公
共
財
の
供
給
量
を
1
単
位
増
加
さ
せ
る
の
に
必
要
な
忠
誠
心
の
量
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
供
給
量
が
少
な
け
れ
ば
限
界
費
用
は
大
き
く
な
り
、
そ
れ
が
大
き
け
れ
ば

規
模
の
経
済
（Scale

M
erit

）

が
機
能
し

て
小
さ
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
限
界
費
用
曲
線
は
、
事
実
上
の
供
給
曲
線
と
な
る
。
つ
ま
り
、
単
極
シ
ス
テ
ム
型
の
国
際
関
係
に

お
け
る
支
配
者
で
あ
る
覇
権
国
の
利
潤
最
大
化
条
件
は
、
限
界
収
入
（
曲
線
）
と
限
界
費
用
（
曲
線
）
が
等
し
い
点
（
交
点
）
と
な
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る
（
①
）。

ま
た
、
限
界
収
入
曲
線
を
求
め
る
に
は
、
総
収
入
関
数R=

L(
S)
S

を

S
に
つ
い
て
微
分
す
れ
ば
良
い
。

RS
=

L(
S)
＋

LS

・S=
M
R

（

2‐3

）

こ
こ
で
、LS

<
0

お
よ
びL(

S)
<
0

で
あ
る
た
め
、
上
記
は

S
に
関
す
る
減
少
関
数
と
な
り
、
こ
の

S
と

L
の
ト
レ
ー
ド
・
オ

フ
関
係
か
ら
右
下
が
り
の
曲
線
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

（
2
）

図
解
に
よ
る
定
式
化

図
1
は
、
縦
軸
に
国
際
公
共
財
1
単
位
あ
た
り
の
獲
得
に
必
要
な
利
潤
最
大
の
忠
誠
度

L
、
横
軸
に
利
潤
最
大
の
供
給
量

S
を
と

り
、
需
要
曲
線

D
D

、
限
界
費
用
曲
線

M
C

、
限
界
収
入
曲
線

M
R

を
描
き
こ
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

M
R

が

M
C

と
交
差
す
る
点
に

対
応
す
る

D
D

上
の
点A

1(
l
1,
s
1)

が
、
覇
権
国
が
利
潤
を
最
大
化
さ
せ
る
供
給
量
お
よ
び
そ
れ
に
対
応
し
て
覇
権
国
が
各
国
に
要

請
す
る
忠
誠
度
を
表
し
て
い
る
（
い
わ
ゆ
る

ク
ー
ル
ノ
ー
の
点
（C

o
u
r
n
ot'

s
P
oint

）
）。
以
上
、
い
ず
れ
も
標
準
的
な
経
済
学
の

テ
キ
ス
ト
で
よ
く
見
慣
れ
た
独
占
市
場
の
構
図
で
あ
る
。

今
こ
こ
で
、
仮
に
過
去
の
歴
史
的
経
験
の
学
習
的
産
物
と
し
て
限
界
費
用
曲
線M

C
1

がM
C
2

（
増
加
）
ま
た
はM

C
3

（
減
少
）

へ
と
シ
フ
ト
し
た
場
合
に
は
、
上
記
の
点A

1

が
そ
れ
ぞ
れA

2

ま
た
はA

3

へ
と
移
動
す
る
た
め
、
そ
れ
に
合
わ
せ
てs

1

はs
2

ま

た
はs

3

へ
、l1

もl
2

ま
た
はl

3

へ
と
変
化
す
る
。
前
者
で
は
忠
誠
度
は
増
大
し
、
供
給
量
は
減
少
す
る
。
こ
れ
は
、
供
給
国
の
利

益
を
増
大
さ
せ
る
が
、
需
要
国
に
不
利
と
な
り
、
そ
の
不
満
を
増
大
さ
せ
る
。
ま
た
、
後
者
の
場
合
に
は
忠
誠
度
は
減
少
す
る
が
、
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供
給
量
は
増
大
す
る
。
こ
れ
は
逆
に
、
需
要
国
の
利
益
を
増

大
さ
せ
る
が
供
給
国
に
不
利
と
な
り
、
そ
の
不
満
を
増
大
さ

せ
る
。
す
な
わ
ち
、

M
C

の
増
減
の
い
ず
れ
も
が
需
給
両
国

の
そ
れ
ぞ
れ
に
不
満
を
増
大
さ
せ
る
要
素
と
な
り
、
し
た
が

っ
て
、
シ
ス
テ
ム
の
不
安
定
化
を
招
く
。
こ
の
点
に
お
い
て
、

単
極
シ
ス
テ
ム
は
後
述
す
る
双
極
シ
ス
テ
ム
に
対
し
て
比
較

的
不
安
定
な
国
際
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
い
え
よ
う
（
次
章
参

照
）。な

お
、
上
記
（

2‐3

）
式
を

M
R=

L(1
＋

LS

・SL)

に
変
形
し
た
後
、e=

－
SL

・SL

を
忠
誠
度
の
弾
力
性
と
し

て
上
記
に
代
入
し
てM

R=
L(1

－
1e)

と
し
た
上
で
、
さ

ら
にM

R=
M
C

を
代
入
し
て

1e

に
つ
い
て
整
理
す
る
と
、

1e=
L－

M
CL

（

2‐4

）

図1 単極システムにおける国際公共財の需給関係

L
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●
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A3 ( l3 , s 3 )
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を
得
る
。
こ
の
値
が
大
き
い
ほ
ど
、
覇
権
国
の
国
際
シ
ス
テ
ム
支
配
度
が
増
大
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
（
需
要
の
価
格
弾
力
性
の
逆

数
=
い
わ
ゆ
る

ラ
ー
ナ
ー
の
独
占
度
（Ler

n
er'

s
D
e
g
ree

of
M
o
n
o
p
oly

）
）。

加
え
て
、
国
際
公
共
財
の
供
給
活
動
は

初
期
費
用
（Initial

C
ost

）

が
甚
大
で
あ
り
、

埋
没
費
用
（Su

n
k
C
ost

）

が
大
き

く
な
る
可
能
性
が
高
い
た
め
、
そ
の
参
入
障
壁
の
高
さ
か
ら
国
際
関
係
に
お
い
て
は
い
わ
ゆ
る

自
然
独
占
（N

atu
ral

M
o
n
o
p
o‑

ly

）

と
し
て
の
覇
権
体
制
を
導
出
し
や
す
く
な
る
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
覇
権
国
の
外
交
関
係
や
国
際
世
論
な

ど
の
圧
力
に
よ
っ
て
そ
れ
が
緩
和
さ
れ
れ
ば
要
請
さ
れ
る
忠
誠
度
は
適
当
な
量
に
維
持
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
、
い
わ
ゆ
る

競
争

可
能
性
（
コ
ン
テ
ス
タ
ビ
リ
テ
ィ
‥C

o
ntesta

bility

）

が
機
能
す
る
期
待
が
持
て
る
。
ま
た
、
現
実
の
国
際
関
係
に
お
い
て
は
、

単
極
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
覇
権
国
に
よ
る
国
際
公
共
財
の
供
給
は
、
そ
の
継
続
に
よ
る
負
担
が
事
実
上
覇
権
国
の
獲
得
す
る
利
益
に

相
当
な
圧
力
を
か
け
る
状
態
と
な
っ
た
後
に
も
、
い
わ
ゆ
る

コ
ン
コ
ル
ド
効
果
（C

o
n
cord

E
ffect

）

に
よ
っ
て
一
定
期
間
は
硬

直
性
を
有
し
、
持
続
す
る
傾
向
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
国
際
公
共
財
の
供
給
を
停
止
す
る
こ
と
は
覇
権
国
と
し
て
の
存
立
基
盤
た

る
活
動
の

失
敗

を
公
式
に
認
め
る
こ
と
と
な
り
、
そ
こ
で
は
政
策
決
定
要
素
と
し
て

経
済
の
論
理
（L

o
gic

of
E
co

n
o
m
y

）

を
超
え
た

政
治
の
論
理
（Lo

gic
of

P
olitics

）

が
強
く
作
用
す
る
か
ら
で
あ
る
（

非
合
理
的
（N

o
n‐

R
atio

n
al

）

ま
た
は

非

市
場
的
（N

o
n‐

M
ar
k
eta

ble

）

な
活
動
の
可
能
性
）。

3

双
極
シ
ス
テ
ム
の
動
態
と
安
定

次
に
、
双
極
シ
ス
テ
ム
と
は
、
二
つ
の
超
大
国
に
よ
る
国
際
関
係
の
統
括
、
す
な
わ
ち
冷
戦
体
制
に
該
当
す
る
国
際
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
国
際
公
共
財
は
二
つ
の
超
大
国
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
る
。
ま
た
、
他
国
は
こ
れ
ら
の
超
大
国
の
い
ず
れ
か
一
方

よ
り
国
際
公
共
財
を
供
給
さ
れ
、
当
該
国
に
対
し
て
外
交
政
策
上
の
支
持
を
与
え
て
忠
誠
心
を
示
す
。
し
た
が
っ
て
、
両
超
大
国
は
、
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各
自
の
利
益
で
あ
る
他
国
の
忠
誠
度
が
最
大
に
な
る
ま
で
国
際
公
共
財
を
供
給
し
、
そ
れ
が
他
国
の
需
要
と
一
致
す
る
点
が
最
適
な

忠
誠
心
の
度
合
い
と
な
る
（
ミ
ク
ロ
経
済
学
の
用
語
で
言
え
ば

複
占
市
場

に
お
け
る
均
衡
値
で
あ
る
）。
ま
た
、
こ
う
し
た
論
理
を

国
際
政
治
理
論
の
文
脈
か
ら
考
え
る
と
、
そ
れ
が
非
協
力
的
な
双
極
シ
ス
テ
ム
で
あ
れ
ば
ケ
ネ
ス
・
ウ
ォ
ル
ツ
（K

e
n
n
eth

N.

W
altz

）
に
代
表
さ
れ
る
ネ
オ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
ま
た
は

構
造
的
リ
ア
リ
ズ
ム
（Str

u
ctu

ral
R
e
alis

m

）

の
双
極
構
造
の
議
論
に

相
当
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
協
力
的
な
双
極
シ
ス
テ
ム
で
あ
れ
ば
ロ
バ
ー
ト
・
コ
ヘ
イ
ン
（R

o
b
ert

O.
K
e
o
h
a
n
e

）

に
代
表
さ
れ
る

ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
（N

e
o‐

Lib
eralis

m

）

ま
た
は

ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
ル
制
度
主
義
（N

e
o‐

Lib
eral

In
sti‑

tutio
n
alis

m

）

の
国
際
協
調
（Inter

n
atio

n
al

C
o
o
p
eratio

n

）
の
議
論
に
該
当
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
い
う
ま
で
も
な

く
、
こ
こ
で
は
冷
戦
体
制
の
よ
う
な
非
協
力
ゲ
ー
ム
を
想
定
し
て
い
る
た
め
、
前
者
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
論
じ
て
い
る
こ
と
と
な
る
。

（
1
）

数
理
モ
デ
ル
に
よ
る
定
式
化

正
確
を
期
す
た
め
に
、
以
上
の
議
論
を
定
式
化
し
て
お
く
。
重
ね
て
い
う
が
、
こ
こ
で
は
両
国
が
非
協
力
的
な
シ
ス
テ
ム
と
し
て

の
冷
戦
体
制
=
複
占
を
念
頭
に
置
い
た
理
論
化
を
試
行
す
る
。
ま
ず
、

A
国
の
費
用
曲
線C=

A
S
1

、

B
国
の
費
用
曲
線C=

B
S
2

、

市
場
の
需
要
曲
線D=
B－

A(
S
1＋

S
2)

と
す
る
と
、
両
国
の
利
潤
は
以
下
の
よ
う
に
表
記
で
き
る
。

A
国
の
利
潤
‥I

1=
(
B－

A(
S
1＋

S
2))

S
1－

A
S
1

B
国
の
利
潤
‥I

2=
(
B－

A(
S
1＋

S
2))

S
2－

A
S
2

た
だ
し
、
こ
こ
で
は
戦
略
的
要
素
を
加
味
し
な
い
均
衡
分
析
で
あ
る
た
め
、S

1
お
よ
びS

2

は
そ
れ
ぞ
れ
の
式
で
定
数
と
な
っ
て

い
る
。
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S
1

S
2 =

0
S
2

S
1 =

0す
な
わ
ち
、

A
国
は

B
国
が
供
給
量
を
増
加
さ
せ
な
い
と
仮
定
す
る
と
と
も
に
、

B
国
も

A
国
が
そ
れ
を
増
加
さ
せ
な
い
と
仮
定

す
る
（
い
わ
ゆ
る

ク
ー
ル
ノ
ー
の
仮
定
（C

o
u
r
n
ot'

s
A
ss
u
m
ptio

n

）
）。
し
た
が
っ
て
、
最
大
化
条
件
は
、I1

をS
1

で
微
分
す
る

と
と
も
に
、I2

をS
2

で
微
分
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
。

I
1

S
1 (
B－

A)
－

A(2
S
1＋

S
2)=

0

（

3‐1

）

I
2

S
2 (
B－

A)
－

A(
S
1＋
2

S
2)=

0

（

3‐2

）

上
記
（

3‐1

）
お
よ
び
（

3‐2

）
両
式
を
整
理
し
て
反
応
関
数
を
求
め
る
と
、

2
S
1＋

S
2=

BA
－
1

S
1＋
2

S
2=

BA
－
1

と
な
る
。
こ
れ
が

A
国
お
よ
び

B
国
そ
れ
ぞ
れ
の
最
大
化
条
件
で
あ
る
。
ま
た
、
上
記
連
立
方
程
式
を
解
き
、
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S
1=

13
(

BA
－
1)

（

3‐3

）

S
2=

13
(

BA
－
1)

（

3‐4

）

をL=
B－

A(
S
1＋

S
2)

に
代
入
す
る
と
、

L=
B－

A(
13
(

BA
－
1)

＋
13
(

BA
－
1)

=
B－

23
A(

B－
A)

（

3‐5

）

と
な
り
、
こ
の
（

3‐3

）
（

3‐4

）
（

3‐5

）
が
均
衡
条
件
と
な
る
（
い
わ
ゆ
る

ク
ー
ル
ノ
ー
解
（C

o
u
r
n
ot

S
olutio

n

）
）。
つ
ま
り
、

双
極
シ
ス
テ
ム
型
の
国
際
関
係
に
お
け
る
支
配
者
で
あ
る
超
大
国
の
利
潤
最
大
化
条
件
は
、
単
極
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
覇
権
国
と
同

様
に
し
て
、
や
は
り
限
界
収
入
（
曲
線
）
と
限
界
費
用
（
曲
線
）
が
一
致
す
る
点
（
交
点
）
と
な
る
。

（
2
）

図
解
に
よ
る
定
式
化

図
2
は
、
縦
軸
に
国
際
公
共
財
1
単
位
あ
た
り
の
獲
得
に
必
要
な
利
潤
最
大
の
忠
誠
度

L
、
横
軸
に
国
際
公
共
財
の
供
給
量

S
を

と
り
、

A
国
が
要
請
す
る
忠
誠
度
の
変
化
に

B
国
が
無
反
応
な
需
要
曲
線

d
d

、

A
国
が
要
請
す
る
忠
誠
度
の
変
化
に

B
国
が
反
応

す
る
需
要
曲
線

D
D

、
限
界
費
用
曲
線

M
C

、
限
界
収
入
曲
線

M
R

を
書
き
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
図
1
と
同
様
に
し
て
、
標
準
的

な
ミ
ク
ロ
経
済
学
の
テ
キ
ス
ト
で
よ
く
見
慣
れ
た
寡
占
市
場
の
構
図
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

A
点
を
境
と
し
て
、
左
方

d
d

は
一
方
の
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超
大
国
の
忠
誠
度
の
要
請
に
他
方
の
超
大
国
が
追
随
し
な
い

時
の
前
者
の
需
要
曲
線
で
あ
り
、
右
方

D
D

は
追
随
す
る
場

合
の
そ
れ
で
あ
る
。
需
要
の
反
応
は
左
方
で
は
大
き
く
（
傾

き
小
）、
右
方
で
は
小
さ
い
（
傾
き
大
）。

こ
の
屈
折
需
要
曲
線
は

L
と

S
を
決
定
す
る
点A(

l
1,
s
1)

に
お
い
て
微
分
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
表
し
、
し
た
が
っ
て

微
分
係
数
が
異
な
る
た
め
に
導
関
数
は
不
連
続
と
な
る
。
ま

た
、
限
界
収
入
曲
線

M
R

（
図
中
のM

R
d

お
よ
びM

R
D

）

=L＋
LS・

S

で
あ
り
、
限
界
費
用
曲
線

M
C

が
こ
の
不
連

続
部
分
を
通
る
限
り

L
も

S
も
同
値
に
保
持
さ
れ
て
硬
直
的

と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
需
要
曲
線
が
屈
折
し
て
お

り
限
界
収
入
曲
線

M
R

が
不
連
続
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
国
際

公
共
財
の
供
給
量
お
よ
び
そ
の
獲
得
に
必
要
な
忠
誠
度
の
い

ず
れ
も
現
状
の
ま
ま
維
持
さ
れ
る
。

よ
り
詳
細
に
い
え
ば
、
今
こ
こ
で
仮
に
過
去
の
歴
史
的
経

験
の
学
習
的
産
物
と
し
てM

C
1

曲
線
がM

C
2

（
増
加
）
あ

る
い
はM

C
3

（
減
少
）
へ
変
化
し
て
も
、
屈
折
需
要
曲
線
の

お
か
げ
でl

1

お
よ
びs

1

と
も
に
何
ら
の
影
響
も
な
く
硬
直

図2 双極システムにおける国際公共財の需給関係

L

l1

s1 S

dd

DD

MRd

MRD

MC2
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MC3

●

A  ( l1 , S1 )
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的
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
際
公
共
財
の
需
給
両
者
の
双
方
と
も
に
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
不
満
の
量
に
変
化
は
な
く
、
安
定
化
す

る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
双
極
シ
ス
テ
ム
は
先
述
の
単
極
シ
ス
テ
ム
に
比
べ
て
比
較
的
安
定
性
を
有
す
る
国
際
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

加
え
て
、
現
実
の
国
際
関
係
に
お
い
て
は
、
双
極
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
二
つ
の
超
大
国
に
よ
る
国
際
公
共
財
の
供
給
は
、
単
極
シ

ス
テ
ム
の
場
合
以
上
に
、
そ
の
活
動
の
負
担
が
事
実
上
両
国
の
獲
得
す
る
利
益
に
相
当
な
圧
力
を
か
け
る
状
態
と
な
っ
た
後
に
も
、

や
は
り
一
定
期
間
は
硬
直
性
を
有
し
、
損
失
を
覚
悟
で
持
続
す
る
傾
向
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
か
一
方
の
国
が
国
際
公
共

財
の
供
給
を
停
止
ま
た
は
減
少
さ
せ
る
こ
と
は
ラ
イ
バ
ル
国
に
対
す
る

敗
北

を
意
味
し
、
そ
こ
で
は
単
極
シ
ス
テ
ム
の
場
合
以

上
に
、

経
済
の
論
理

を
超
え
た

政
治
の
論
理

が
決
定
的
に
重
要
な
政
策
決
定
要
素
と
な
る
か
ら
で
あ
る

）
。

4

結

論

本
稿
で
は
、
国
際
公
共
財
の
円
滑
な
供
給
が
国
際
関
係
を
安
定
さ
せ
る
要
素
で
は
な
い
か
と
の
認
識
に
基
づ
い
て
、
単
極
と
双
極

の
国
際
シ
ス
テ
ム
が
安
定
化
す
る
た
め
の
均
衡
条
件
を
論
じ
た
。

ま
ず
単
極
シ
ス
テ
ム
で
は
、
単
一
の
覇
権
国
が
国
際
公
共
財
を
供
給
し
て
諸
国
の
忠
誠
心
を
獲
得
す
る
体
制
が
安
定
化
す
る
た
め

の
条
件
を
論
じ
た
。
次
に
双
極
シ
ス
テ
ム
で
は
、
二
つ
の
超
大
国
が
国
際
公
共
財
を
供
給
し
て
諸
国
の
忠
誠
心
を
獲
得
す
る
体
制
が

安
定
化
す
る
た
め
の
条
件
を
論
じ
た
。
最
後
に
、
以
上
の
モ
デ
ル
を
図
式
化
し
て
比
較
検
討
す
る
と
、
双
極
シ
ス
テ
ム
で
は
屈
折
需

要
曲
線
に
よ
る
忠
誠
度
な
ら
び
に
供
給
量
の
硬
直
性
が
存
在
す
る
が
ゆ
え
に
、
単
極
シ
ス
テ
ム
よ
り
も
比
較
的
安
定
的
に
国
際
公
共

財
の
供
給
活
動
が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

な
お
、
本
稿
の
課
題
は
、
第
一
に
、
単
極
シ
ス
テ
ム
と
双
極
シ
ス
テ
ム
の
相
互
連
動
性
の
論
理
を
明
確
化
し
、
そ
の
動
態
化
を
試
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み
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
覇
権
国
の
衰
退
と
挑
戦
国
の
興
隆
の
過
程
に
関
す
る
議
論
の
整
備
を
す
る
こ
と
と
、
第
二
に
、
協
力
ゲ
ー

ム
下
に
お
け
る
国
際
公
共
財
の
需
給
関
係
を
定
式
化
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
ま
た
は
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
ル
制

度
主
義
=
国
際
協
調
主
義
の
論
理
を
同
種
の
概
念
を
用
い
て
定
式
化
す
る
こ
と
の
二
つ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
議
論
に
よ
っ
て
、
い
わ

ゆ
る

ネ
オ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
統
合
（N

e
o‐

R
e
alis

m
S
y
nth

esis

）

の
議
論
を
よ
り
厳
密
に
定
式
化
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
で
き
る

）
。

（
1
）

市
場
の
均
衡
分
析
の
手
法
は
、

N・
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
マ
ン
キ
ュ
ー
（
足
立
英
之
・
小
川
英
治
・
石
川
城
太
訳
）

マ
ン
キ
ュ
ー
経
済

学
⑴

（
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
の
標
準
的
な
ミ
ク
ロ
経
済
学
の
テ
キ
ス
ト
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
現
代
国
際

政
治
理
論
の
概
観
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
信
夫
隆
司

国
際
政
治
理
論
の
系
譜
‥
ウ
ォ
ル
ツ
・
コ
ヘ
イ
ン
・
ウ
ェ
ン
ト
を
中
心
と
し

て

（
信
山
社
、
二
〇
〇
四
年
）
や
石
井
貫
太
郎

現
代
国
際
政
治
理
論
（
増
補
改
訂
版
）
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど

が
有
用
で
あ
る
。

（
2
）

古
典
的
な
国
際
政
治
学
の
時
代
に
興
隆
し
た
い
わ
ゆ
る

国
際
シ
ス
テ
ム
論

の
概
念
で
あ
り
、M.

A.
K
a
pla

n,

,
W
ile

y
a
n
d
S
o
n
s,
1
9
5
7

が
先
駆
的
な
業
績
と
し
て
名
高
い
。

（
3
）

ゲ
ー
ム
理
論
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
光
男

ゲ
ー
ム
理
論
の
展
開

（
東
京
図
書
、
一
九
七
三
年
）
やJ.

v
o
n
N
e
u
m
a
n
a
n
d
O.

M
or
g
e
n
ster

n,
,

P
rin

ceto
n
U
niv

ersity
P
ress,

19
4
4

な
ど
が
有
用
で
あ
る
。
ま

た
、

ナ
ッ
シ
ュ
解

に
つ
い
て
は
、J.

F.
N
as
h
Jr.,

T
h
e
B
ar
g
ainin

g
P
ro

ble
m",

,
N
o.
18,

p
p.155

‐
6
2,

19
50

、J.
F.

N
as
h
Jr.,

E
q
uilibriu

m
P
oints

in
N‐

P
erso

n
G
a
m
es",

‑

,
N
o.
36,

p
p.4
8‐
9,

19
50

、J.
F.

N
as
h
Jr.,

N
o
n

C
o
o
p
erativ

e
G
a
m
es",

,
N
o.
54
‐2,

p
p.28

6‐
9
5,

1
95
1

な
ど
を
参
照
。

（
4
）

公
共
財
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
は
、

R・

A・
マ
ス
グ
レ
イ
ブ
（
大
阪
大
学
財
政
研
究
会
訳
）

財
政
学
‥
理
論
・
制
度
・
政
治

⑴
⑵
⑶

（
有
斐
閣
、
一
九
六
一
年
）、R.

A.
M
u
s
g
ra
v
e,

,
Y
ale

U
niv

ersity
P
ress,

19
6
9

、R.
A.

M
u
s
g
ra
v
e

a
n
d
P.

B.
M
u
s
g
ra
v
e,

,
4
th

e
d.,

M
c
G
ra

w‐
H
ill,

1
9
8
4

、

M
・
オ
ル
ソ
ン
（
依
田

博
・
森
脇
俊
雅
訳
）

集
合
行
為
論
‥
公
共
財
と
集
団
理
論

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
八
三
年
）、
常
木
淳

公
共
経
済
学
（
第
2
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版
）
（
新
世
社
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
を
参
照
。
ま
た
、
国
際
公
共
財
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
大
山
道
広

国
際
協
調
の
経
済

学

（
矢
内
原
勝
・
深
海
博
明
・
大
山
道
広
編
）

世
界
経
済
の
ニ
ュ
ー
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

（
文
真
堂
、
二
〇
〇
六
年
）
所
収
、
飯
田
幸

裕
・
大
野
裕
之
・
寺
崎
克
志

国
際
公
共
経
済
学
‥
国
際
公
共
財
の
理
論
と
実
際

（
創
成
社
、
二
〇
〇
六
年
）、T.

M.
S
a
n
dler,

W.
L
o
e
h
r
a
n
d
J.

T.
C
a
ule

y,
,

U
niv

ersity
of

D
e
n‑

v
er,

G
ra
d
u
ate

S
c
h
o
ol

of
Inter

n
atio

n
al

Stu
dies,

19
7
8

、C.
P.

K
in

dle
b
er
g
er,

Inter
n
atio

n
al

P
u
blic

G
o
o
ds

W
ith

o
ut

Inter
n
atio

n
al

G
o
v
er
n
m
e
nt,

,
N
o.
7
6,

p
p.1
‐
1
3,

1
9
8
6

、
重
本
洋
一

国
際
公
共
財
の
供
給
に
関

す
る
考
察
⑴

広
島
経
済
大
学
経
済
研
究
論
集

第
20
巻
4
号
、
九
七
│
一
一
八
頁
な
ど
を
参
照
。

（
5
）

特
に
、
前
者
を
純
粋
国
際
公
共
財
（Pu

re
Inter

n
atio

n
al

P
u
blic

G
o
o
ds

）、
後
者
を
準
国
際
公
共
財
（Q

u
asi

Inter
n
atio

n
al

P
u
blic

G
o
o
ds

）
と
し
て
区
別
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
最
近
で
は
、
自
然
環
境
の
保
全
技
術
な
ど
も
含
め
た
広
義
の
用
法
も
あ
る
。

ま
た
、
供
給
さ
れ
て
い
る
国
際
公
共
財
か
ら
受
け
る
便
益
に
見
合
う
忠
誠
度
を
外
交
政
策
に
お
い
て
示
さ
な
い
国
は
い
わ
ば

た
だ
乗
り

国
（Free

R
idin

g
N
atio

n
s

）

と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
準
国
際
公
共
財
に
は
、
た
と
え
ば
当
該
条
約
に
加
盟
し
て
い
る
諸

国
の
み
が
そ
の
便
益
を
享
受
で
き
る

国
際
ク
ラ
ブ
財
（Inter

n
atio

n
al

Clu
b
G
o
o
ds

‥
排
除
性
が
高
く
、
競
合
性
が
低
い
財
）

や
、

地
球
環
境
や
南
極
資
源
の
よ
う
に
国
力
の
優
劣
に
よ
っ
て
そ
の
便
益
享
受
に
格
差
が
生
ず
る

国
際
コ
モ
ン
プ
ー
ル
財
（Inter

n
atio

n‑
al

C
o
m
m
o
n
P
o
ol

G
o
o
ds

‥
競
合
性
が
高
く
、
排
除
性
が
低
い
財
）

が
考
え
ら
れ
、
特
に
後
者
は
、
そ
の

開
放
性
（
オ
ー
プ
ン
・

ア
ク
セ
ス
‥O

p
e
n
A
ccess

）

と
し
て
の
性
格
か
ら
い
わ
ゆ
る

コ
モ
ン
ズ
の
悲
劇
（T

ra
g
e
d
y
of

C
o
m
m
o
n
s

）

を
生
起
さ
せ
や

す
い
財
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
ク
ラ
ブ
財
と
い
う
概
念
を
用
い
た
業
績
と
し
て
は
、R.

C
or
n
s
a
n
d
T.

S
a
n
dler,

:
P
u
blic

G
o
o
ds

a
n
d
Clu

b
G
o
o
ds,

C
a
m
brid

g
e
U
niv

ersity
P
ress,

1
9
8
8

な
ど
が
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
グ
ッ
ズ
と
い
う
用
語
を
使
っ
て
い
る
業
績
と
し
て
、I.

K
a
ul,

I.
G
r
u
n
b
er
g
a
n
d

M.
A.

Ster
n,

e
ds.,

:
Inter

n
atio

n
al

C
o
o
p
eratio

n
in

th
e2
1
st

C
e
ntu

r
y,

O
xford

U
niv

ersity
P
ress,

1
9
99

な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
コ
モ
ン

ズ
の
悲
劇
に
つ
い
て
は
、G.

H
ardin,

T
h
e
T
ra

g
e
d
y
of

C
o
m
m
o
n
s",

,
N
o.
1
6
2,

p
p.12

4
3‐
1
2
4
8,

1
9
6
8

を
見
よ
。

（
6
）P.

A.
S
a
m
u
elso

n,
T
h
e
P
u
re

T
h
e
or
y
of

P
u
blic

E
x
p
e
n
ditu

re",
,

N
o.
3
6,

19
54,

p
p.3
8
7
‐3
8
9

の
議
論
に
よ
る
。

（
7
）

国
際
政
治
経
済
学
の
中
で
、
経
済
学
的
手
法
を
駆
使
し
た
業
績
と
し
て
は

B・

S・
フ
ラ
イ
（
長
谷
川
聡
哲
訳
）

国
際
政
治
経
済
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学

（
文
真
堂
、
一
九
九
六
年
）
を
、
政
治
学
的
視
座
か
ら
の
業
績
と
し
て
は

S・
ス
ト
レ
ン
ジ
（
西
川
潤
・
佐
藤
元
彦
訳
）

国
際
政
治

経
済
学
入
門

（
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
九
四
年
）
を
、
ま
た
、
近
年
の
業
績
と
し
て
は
、J.

R
a
v
e
n
hill,

‑

,
O
xford

U
niv

ersity
P
ress,

2
0
0
8

な
ど
を
挙
げ
て
お
く
。
ま
た
、
覇
権
理
論
に
つ
い
て
は
、

C
・

P
・
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー

（
益
戸
欽
也
訳
）

パ
ワ
ー
・
ア
ン
ド
・
マ
ネ
ー
‥
権
力
の
国
際
政
治
経
済
の
構
造

（
産
業
能
率
大
学
出
版
部
、
一
九
八
四
年
）、

C・

P・
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
（
中
島
健
二
訳
）

経
済
大
国
興
亡
史

1500

│

1900

（
上

下
）
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）、R.

G
ilpin,

,
C
a
m
brid

g
e
U
niv

ersity
P
ress,

19
8
3

な
ど
を
参
照
。

（
8
）

埋
没
費
用
、
コ
ン
コ
ル
ド
効
果
、
コ
ン
テ
ス
タ
ビ
リ
テ
ィ
な
ど
の
概
念
に
つ
い
て
は
、J.

S
utto

n,

,
T
h
e

M
I
T
P
ress,

19
91

、H.
R.

A
r
k
es

a
n
d
P.

A
yto

n,
:

A
re

H
u
m
a
n
s

L
ess

R
atio

n
al

T
h
a
n
L
o
w
er

A
ni

m
als?"

P
s
y
c
h
olo

gical
B
ulletin,

N
o.
1
2
5,

p
p.5
91
‐
6
0
0,

1
9
91

な
ど
を
参
照
。

（
9
）

ネ
オ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
議
論
に
つ
い
て
は
、K.

N.
W
altz,

:
A
T
h
e
oretical

A
n
aly

sis,
C
olu

m‑
bia

U
niv

ersity
P
ress,

1
95
9

、
ケ
ネ
ス
・

N・
ウ
ォ
ル
ツ
（
河
野
勝
・
岡
垣
知
子
訳
）

国
際
政
治
の
理
論

（
勁
草
書
房
、
二
〇
一

〇
年
）、K

e
n
n
eth

N.
W
altz,

,
R
o
utle

d
g
e,
2
0
0
8

な
ど
を
参
照
。
ま
た
、
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ

リ
ズ
ム
や
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
ル
制
度
主
義
の
議
論
に
つ
い
て
は
、S.

D.
K
ras

n
er,

e
d.,

:
C
or
n
ell

Stu
dies

in
P
olitical

E
co

n
o
m
y,

C
or
n
ell

U
niv

ersity
P
ress,

1
98
3

、R.
O.

K
e
o
h
a
n
e
a
n
d
J.

S.
N
y
e,

‑

:
3
rd

e
d.,

Little
B
ro

w
n,
20
0
1

、

R・

O・
コ
ヘ
イ
ン
（
石
黒
馨
・
小
林
誠
訳
）

覇
権
後
の
国
際
政
治
経
済
学

（
晃
洋
書
房
、

一
九
九
八
年
）、R.

O.
K
e
o
h
a
n
e,

e
d.,

,
C
olu

m
bia

U
niv

ersity
P
ress,

1
98
6

、
山
本
吉
宣

国
際

レ
ジ
ー
ム
と
ガ
バ
ナ
ン
ス

（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
10
）

こ
う
し
た
新
制
度
学
派
経
済
学
の
論
理
に
つ
い
て
は
、R.

H.
C
o
ase,

T
h
e
P
ro

ble
m
of

S
ocial

C
ost",

,
N
o.
3,

p
p.1‐

1
4,

19
6
0

、

R・

H・
コ
ー
ス
（
宮
沢
健
一
・
後
藤
晃
・
藤
垣
芳
文
訳
）

企
業
・
市
場
・
法

（
東
洋

経
済
新
報
社
、
一
九
九
二
年
）、
菊
澤
研
宗

組
織
の
経
済
学
入
門
‥
新
制
度
学
派
経
済
学
ア
プ
ロ
ー
チ

（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
六
年
）、

O・

E・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
（
浅
沼
萬
里
・
岩
崎
晃
訳

市
場
と
企
業
組
織

日
本
評
論
社
、
一
九
八
〇
年
）、

A・

O・
ハ
ー
シ
ュ
マ

ン
（
三
浦
隆
之
訳
）

組
織
社
会
の
論
理
構
造
‥
退
出
・
告
発
・
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
七
五
年
）、M.

O
lso

n

a
n
d
R.

Z
ec

k
h
a
u
ser,

A
n
E
co

n
o
m
ic

T
h
e
or
y
of

A
llia

n
ce",

,
N
o.
4
8,

p
p.2
6
6
‐79,
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19
66

な
ど
の
議
論
を
参
照
。
ち
な
み
に
、
類
似
の
国
際
公
共
財
を
供
給
で
き
る
国
が
複
数
存
在
す
る
と
と
も
に
、
需
要
国
も
多
数
存
在

す
る
が
、
各
供
給
国
が
そ
れ
ぞ
れ
複
数
の
需
要
国
を
統
括
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
を
有
し
（
独
自
の
需
要
曲
線
を
有
す
る
）、
し
た
が
っ
て
、
需

要
国
が
供
給
国
か
ら
要
請
さ
れ
る
忠
誠
度
が
変
化
し
て
も
即
座
に
他
の
ブ
ロ
ッ
ク
へ
移
動
す
る
こ
と
が
な
い
シ
ス
テ
ム
は

ブ
ロ
ッ
ク
・

シ
ス
テ
ム
（Bloc

k
S
y
ste

m

）‥
排
他
的
需
給
体
制

と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
ミ
ク
ロ
経
済
学
の
用
語
で
い
え
ば

独
占
的
競
争
市
場

（M
o
n
o
p
olistic

C
o
m
p
etitio

n
M
ar
k
et

）

に
相
当
し
、
こ
こ
で
も

経
済
の
論
理

よ
り
も

政
治
の
論
理

が
強
く
作
用
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。

（
11
）

ネ
オ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
統
合
の
議
論
に
つ
い
て
は
、R.
O.

K
e
o
h
a
n
e,

:
E
ssa

y
s

in
Inter

n
atio

n
al

R
elatio

n
s
T
h
e
or
y,

W
estvie

w
P
ress,

19
89

やR.
O.

K
e
o
h
a
n
e,

‑

,
R
o
utle

d
g
e,
20
0
2

な
ど
を
参
照
。
ち
な
み
に
、
国
際
公
共
財
が
他
国
と
比
較
し
て
相
対
的
に
強
力
な
国
力
を

有
す
る
相
当
な
る
複
数
の
大
国
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
る
国
際
シ
ス
テ
ム
の
状
況
は

多
極
シ
ス
テ
ム
（M

ulti‐
P
olar

s
y
ste

m

）

と
呼

ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
国
際
政
治
学
的
に
い
え
ば
主
要
国
に
よ
る

勢
力
均
衡
（B

ala
n
ce

of
P
o
w
er

）

ま
た
は
国
際
協
調
体

制
と
同
義
と
考
え
ら
れ
、
経
済
学
的
に
い
え
ば
寡
占
市
場
に
相
当
し
、
こ
れ
が
前
者
（
非
協
力
ゲ
ー
ム
）
で
あ
る
限
り
、
本
稿
で
提
示
し

た
複
占
シ
ス
テ
ム
と
同
種
の
性
質
を
有
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
多
極
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、
国
際
公
共

財
は
複
数
の
大
国
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
る
。
ま
た
、
他
国
は
こ
れ
ら
の
大
国
の
い
ず
れ
か
よ
り
国
際
公
共
財
を
供
給
さ
れ
、
当
該
国
に
対

し
て
外
交
政
策
上
の
支
持
を
与
え
て
忠
誠
心
を
示
す
。
し
た
が
っ
て
、
諸
大
国
は
、
自
己
の
利
益
で
あ
る
他
国
の
忠
誠
度
が
最
大
に
な
る

ま
で
国
際
公
共
財
を
供
給
し
、
そ
れ
が
他
国
の
需
要
と
一
致
す
る
点
が
利
潤
最
大
化
の
視
点
か
ら
考
え
て
最
適
な
忠
誠
心
の
度
合
い
と
な

る
（
ミ
ク
ロ
経
済
学
の
用
語
で
い
え
ば
寡
占
市
場
に
お
け
る
均
衡
値
で
あ
る
）。
こ
う
し
た
論
理
を
国
際
政
治
理
論
の
観
点
か
ら
考
え
る

と
、
そ
れ
が
排
他
的
ま
た
は
非
協
力
的
な
多
極
シ
ス
テ
ム
で
あ
れ
ば
古
典
的
な
リ
ア
リ
ズ
ム
型
の
勢
力
均
衡
と
な
り
、
協
力
的
な
多
極
シ

ス
テ
ム
で
あ
れ
ば
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
ま
た
は
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
型
の
国
際
協
調
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
多
極
シ
ス
テ
ム
に
お
け

る
国
際
公
共
財
の
供
給
が
大
国
間
の
協
力
的
な
国
際
協
調
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
い
わ
ゆ
る

リ
ン
ダ
ー
ル
・
メ
カ
ニ
ズ
ム

（Lin
d
a
hl

M
ec

h
a
nis

m

）

に
基
づ
き
、

交
渉
（N

e
g
otiatio

n

）

に
よ
っ
て
費
用
負
担
の
割
合
を
決
め
て
適
切
な
供
給
が
は
か
ら
れ

る
可
能
性
が
あ
る
が
、
や
は
り
虚
偽
の
情
報
を
提
示
す
る
た
だ
乗
り
国
の
発
生
を
完
全
に
防
止
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
国

連
の
よ
う
な
場
で
国
際
世
論
の
国
際
公
共
財
に
対
す
る
評
価
が
多
数
決
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
場
合
に
は
、
い
わ
ゆ
る

公
共
選
択
論
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（Pu
blic

C
h
oice

）

の
議
論
を
援
用
し
て
考
察
す
る
と
、

ボ
ー
エ
ン
の
投
票
モ
デ
ル
（B

o
w
e
n'
s
M
o
d
el

of
V
otin

g

）

に
お
け
る

中
位
投
票
者
仮
説
（M

e
diu

m
V
oter

H
y
p
oth

esis

）

の
論
理
に
基
づ
い
て
、
そ
の
供
給
量
が
社
会
的
に
適
切
と
な
る
期
待
が
も
て

る
が
、
各
国
が
国
益
を
追
究
す
る
国
際
関
係
に
お
い
て
は
そ
の
結
果
が
必
ず
し
も
望
ま
し
い
も
の
に
な
る
と
い
う
保
証
は
な
い
。
た
だ
し
、

多
極
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
国
際
公
共
財
の
供
給
は
、
そ
の
活
動
の
負
担
が
事
実
上
供
給
国
が
獲
得
す
る
利
得
に
相
当
な
圧
力
を
か
け
る
状

態
と
な
っ
た
後
に
は
、
単
極
シ
ス
テ
ム
や
双
極
シ
ス
テ
ム
と
比
較
し
て
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な

撤
退

ま
た
は

新
規
参
入
の
停
止

が

行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

政
治
の
論
理

に
比
べ
て

経
済
の
論
理

が
前
面
に
出
る
か
ら
で
あ
る
。
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